



鈴 木 敬 夫
※
서거 70주년 추모，민족의 존엄과 윤동주(Yoon, Dongju)사건
- 일본 전쟁시기(1931-1945)의 일본형법이론과 치안유지법 -
한국을 대표하는 민족시인 윤동주(尹東柱)가 옥사한 이래 올해로 70
주년을 맞이한다. 일본은 패전까지의 36년간 많은 법률을 앞세워 조
선을 식민지로 통치했으며, 천황의 신민화를 강요하고 인권과 민족의
존엄을 빼앗았다. 그러한 법률들 중에서도 최악의 법률은 사상범을
처벌하고 민족독립운동을 규제한 ‘치안유지법’이었다. 일본에 유학
중이었던 윤동주의 체포는 조선독립을 주장하다 치안유지법에 희생된
젊은이의 상징이라고 할 수 있다. 본 논문은 우선 치안유지법이 구비
하고 있었던 조항의 준엄화와 그 해석과 적용을 떠받치고 있었던 일
본 전쟁시기의 민족적 형법이론을 개괄하고, 아울러 대일본제국을 받
들고 국가권력에 영합한 도의적 형법론이 갖는 독선적인 성격을 밝혔
다. 이어서 이 형법이론의 영향을 받은 사법관헌의 의향을 추종하여
판결한 대심원 판결을 실증적으로 분석했다. 이를 통해 근ㆍ현대 일
본의 ‘사법과오’를 밝히고 일본법학에 있어서의 ‘역사인식’이 무엇인
가를 되물어, 치안유지법의 희생자가 된 많은 젊은이들에 대해 애도
의 마음을 표하고자 한다.
… … … … …





















― Criminal law theory and the Public Security Preservation Law in
wartime Japan ―
This year marks the 70th anniversary of the death of renowned Korean
folk poet Yoon, Dong ju(윤동주, 尹東柱)while imprisoned in Japan. For
36 years until defeat in the war, Japan used a number of laws to subject
Korea to colonial rule, forcibly make its people subjects of the Emperor,
and rob them of their human rights and ethnic dignity. The most
pernicious of these laws was the “Public Security Preservation Law”,
which ruled on “thought crime” and ethnic independence movements.
The arrest of Yun Dong-Ju while studying in Japan could be seen as
symbolic of the young people who fell victim to the Public Security
Preservation Law after calling for Korean independence. This paper first
outlines the heightened severity of clauses provided in the Public
Security Preservation Law, and the theory of ethnic criminal law in
wartime Japan that supported their interpretation and application. In the
process, it portrays the self-justifying nature of a theory of moral criminal
law that upheld the empire and pandered to state power. Next, it
attempts an empirical analysis of Supreme Court rulings that fell in line
with the intentions of judicial authorities influenced by this theory of
criminal law. Here, the author reveals “judicial malpractice” in modern
and contemporary Japan, questions what “historical awareness” means
for Japanese legal studies, and in this way commemorates the many
young people who fell victim to the Public Security Preservation Law.
… … … … …
韓国を代表する民族詩人 尹東柱（Yoon Dong ju）が獄死してから今































































詩人尹東柱（1917〜1945）が治安維持法改正法律（1941 年 3月 10































































































終に兵役制ノ一部改正ノ件（1943 年 3月、法律第 4 号附則）、所謂徴




























































































































































































第 30 巻第 2号（2014）、111頁〜133頁がある。
（9) 木村亀二、同論文（上）	法律時報
第 15 巻第 6 号（1943）、2頁〜9頁；
同（中）	時報





第 7 巻第 11 号（1935）、23頁〜26頁；法律
学に於ける	民族精神
の再生	法律時報
第 8巻第 4 号（1936）、19頁〜21
頁；法律学に於ける日本的なもの	法律時報
第 12巻第 11 号（1940）、2
頁〜6頁、などがあげられよう。
（10) 佐伯千仭、同論文	法律時報
第 15 巻第 6 号（1943）、10頁〜15頁。佐
伯には時局を反映した数篇がみられる。たとえばナチス独逸に於ける期待
可能性の理論	法学論叢
第 46 巻第 6 号（1942）、112頁〜146頁；戦時下
に於ける我が刑政の発展──戦時特別刑事法の制定を中心として──	法学
論叢










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 11 巻第 5 号（1942）、425頁〜451頁。
（37) 木村確信犯人の問題	法学志林


















































































































































































































































項が登場するのは、治安維持法中改正ノ件（1928年 6月 29 日、勅令第
129 号）においてである。これは治安維持法（1925 年 4月 22日、法





























































































































（48)治安維持法改正法律施行 昭和 16 年 5 月 15 日（昭勅 553）；廃止













































第 4 巻第 3 号（1933 年）、45頁。
（51) 大審院、1931 年 5月 21 日判決、	大審院刑事判例集
第 10 巻、239頁。






（54) 大審院、1932年 12 月 3 日判決、三宅正太郎治安維持法に関する大審院
判例⑸	警察研究















第 4 巻第 3
























































































































































































































第 12巻第 7 号（1941）、87頁以下。
（58) 大田耐造治安維持法を繞る若干の問題	法律時報
第 13 巻第 5 号
（1941）、13頁。
（59) 治安維持法改正の特色の一つに検事の強制捜査制度の新設（第 18
















第 46 巻第 4 号（1942）109
頁以下、同刑事法より見たる日本的伝統	法学論叢
第 50 巻第 5・6 号（1944）
1頁以下など多数の論考がみられる。
（62) 佐伯責任論に於ける日本的反省	法律時報






































第 31 巻第 2号（1929）、54
頁。ラートブルフの確信犯論を伝えた木村論文は、閉塞していた当時におい
て予防拘禁制度の批判的研究に一定の示唆を与えた。
（67) これは A.カウフマンが指摘する G.ラートブルフの確信犯人の特別処
遇（Sonderbehandlung des Üerzeugungsverbrechers）の 問 題 で あ る。
Arthur Kaufmann, Gustav Radbruch, Rechtsdenker, Philosoph,









のである。Verhandlungen das 34. Deutche Juristentags zum Köln v. 12.-15.9.






















































































































































































































































































































































































































































（72) Radbruch, Gesetzliches Unrecht und übergesetzliches Recht (1946),








왕신영 외 편	사진판 윤동주 자필 시고전집(증보판)
(민음사, 2002)。
정현종 외 편주	원본 대조 윤동주 전집－하늘과 바람과 별과 詩
(연세대학
교출판부, 2004) .
최동호 엮음	육필원고 대조 윤동주 전집－하늘과 바람과 별과 詩
(서정시
학, 2010) .







권오만	윤동주 시 깊이 읽기
(소명출판, 2009) .
임현순	윤동주 시의 상징과 자기의 해석학
(지식산업사, 2009) .






授 岡 克彦 氏から御懇切なる御教示をいただいた。記して感謝の意を表す
る。
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